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高
萩
市
出
身
で
江
戸
時
代
の
地
理
学
者
、
長
久
保
赤
水

（■
７
■
７
～

１
８
０
１
年
）
の
功
績
を
伝
え
る
活
動
に
取
り
組
む
長
久
保
赤
水
顕
彰
会

（佐
川
春
久
会
長
）
は
１
日
、
赤
水
の
人
生
や
功
績
な
ど
を
ま
と
め
た
単

行
本

「
マ
ン
ガ
　
長
久
保
赤
水
物
語
」
を
発
行
し
た
。
伊
能
忠
敬
よ
り
４２

年
早
く
経
緯
線
を
入
れ
た
わ
が
国
最
初
の
日
本
地
図

「
改
正
日
本
興
地ち
路

程
全
図
」

（赤
水
図
）
を
完
成
さ
せ
た
人
物
を
子
ど
も
た
ち
に
も
広
く
知

っ
て
も
ら
お
う
と
製
作
し
た
。

赤
水
物
語
は
Ｂ
６
判
、
２
７

４
で
で
５
０
０
円

（税
別
）
。

本
の
帯
に
は
福
井
照
領
土
問
題

担
当
大
臣
が

「農
民
出
身
の
赤

水
が
、
ど
の
よ
う
に
儒
学
、
地

理
学
、
天
文
学
を
学
び
、

『
赤

水
区
』
を
完
成
さ
せ
た
の
が
く

学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
漫
画
で
す
」
と
推
薦

文
を
寄
せ
て
い
る
。

漫
画
は
高
萩
市
の
黒
澤
貴
子

さ
ん
が
描
い
た

「長
久
保
赤
水

の
生
涯
」
と
、
日
立
市
の
原
康

隆
さ
ん
の

「
長
久
保
赤
水
の

一

生
」
を
は
じ
め
、
写
真
や
資
料
、

年
表
な
ど
で
赤
水
の
生
い
立
ち

や
業
績
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
る
。

「
生
涯
」
で
は
猫
の
「
月
丸
」

を
案
内
役
に
、
東
北
を
旅
し
た

「
東
奥
紀
行
」
の
内
容
を
１
否

に
ま
と
め
る
な
ど
、
赤
水
の
業

績
や
多
岐
に
わ
た
る
交
遊
を
簡

潔
に
紹
介
。
　
ヨ

生
」
で
は
、

ひ
た
す
ら
学
問
を
修
め
、
多
く

の
出
会
い
を
通
し
て
自
ら
の
道

を
切
り
開
い
て
い
く
姿
を
描
い

て
い
る
。

佐
川
会
長
は

「
漫
画
だ
け
の

単
行
本

で
子
ど
も
た
ち

に
も

読
み
や
す
く
し
た
。
資
料
も

分
か
り

や
す
く
整
理
し
て
い

る

の
で
、　
一
度
手

に
取

っ
て

も

ら
え
れ
ば
」
と
話

し
て
い

る
。懸

賞
金

１０
万
円

の
感
想
文

（８
０
０
字
以
内
）
を
募
集
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
顕

彰
会
事
務
局
８
０
９
０

（■
８

４
６
）
６
８
４
９
。

（飯
田
勉
）

ヱ

ｙ

「子どもにも分かりやすく」

長 久 保 赤 水 の功 績 な どを紹 介 す る漫 画

の単 行 本「 マ ンガ  長 久 保 赤 水 物語 」


